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要  旨 

 香川県域で発生する細菌並びにウイルス感染症は、種々の要因に影響され複雑な流行像を呈する。特

に、風邪症候群ウイルスの範疇に含まれ、多彩な臨床像を呈するウイルスの中には、その動向が不明な

ものも少なくない。香川県では旧伝染病予防法、感染症法に基づく香川県感染症発生動向調査事業に加

え、1989年より県域で大規模な動向を示す神経系ウイルス感染症の動向解明調査を実施してきた。本報

では2014年の起因病原体として検出された細菌16株及びウイルス248株を過去の解析結果に基づき感

染症の動向を疫学解析した。 

 

Abstract 

Our research shows that outbreaks of bacterial and viral diseases in Kagawa Prefecture are 

influenced by various factors and that they spread in complicated patterns. Especially of note is the 

lack of clarity in the trends of a great number of viruses, including viruses of the common cold variety, 

which exhibit many different clinical symptoms. In addition to the Kagawa Prefectural Infectious 

Disease Outbreak Trend Analysis Project, which was created based upon the former Communicable 

Disease Control Law and the current Infectious Disease Law, an explanatory analysis has been 

carried out regarding trends in nervous system viral infections that have spread on a large scale 

through Kagawa since 1989. In this paper, results are based on an epidemiological study of 16 

bacterial strains and 248 virus strains that had been detected in 2014 as having been caused by 

pathogens. 

 

キーワード：Enteroaggregative E.coli  Streptococcus pneumoniae Influenza virus AH1pdm09型 

RSV 香川県 

 

Ⅰ はじめに 

香川県における小児感染症対策は、旧伝染病予防法、

感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法

律（感染症法）に基づき策定した香川県感染症発生動向

調査事業により実施してきた。 

 本報では、2014年の病原体検査成績等より県域の感染

症の動向を疫学解析したので、その概要を報告する。 

 

Ⅱ 材料及び方法 

病原体の検索は、香川県感染症発生動向調査事業より 

各医療機関から送付を受けた細菌74件、ウイルス741件 

を材料とした。 

 

＊食肉衛生検査所 

細菌の分離、同定は常法 1)に従い行い、マイコプラズ

マ・百日咳菌についてはLAMP法により遺伝子の検出を 

行った。Haemophilus influenzaeは莢膜型別用免疫血清 

（デンカ生研）を用い型を決定した。Streptococcus 

pneumoniaeは国立感染症研究所に送付し血清型別を依 

頼した。 

ウイルスの分離は、細胞培養（RD-18S,MDCK,Vero 等)

を用い、同定は、市販抗血清等を用い既報 2）のとおり実

施した。RotaA群、Adeno40/41型はELISA法による抗原

検出、Norovirus については RT-Multiplex PCR 法、

Sapovirusについては岡らの方法 3）、Enterovirusについ

ては、IshikoらのRT-PCR法 4)及びNixらのプライマー5)

で VP1 領域を PCR 増幅し、Adeno40/41 型以外の

Adenovirusについては、国立感染症研究所病原体検出マ
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ニュアルに記載されたプライマーを用い、RT-PCR実施後、

ダイレクトシークエンスにより型別を決定した。 

 

Ⅲ 結 果 

１ 月別疾患別検体数（表1、2） 

細菌検体数は74件で、細菌性胃腸炎が39件(52.7%)

と最も多く送付された。次いで細菌性髄膜炎 17 件

(23%)、百日咳が6件(8.1%)、マイコプラズマ肺炎2件

(2.7%)、ウイルス性胃腸炎が2件（2.7%）、下気道炎1

件(1.4%)、その他血液等7件(9.5%)であった。月別で

は細菌性胃腸炎は1、7月に多く、細菌性髄膜炎は7、

9月に多く送付された。 

ウイルス検体数は 741 件で、インフルエンザ 130 件

(17.5%)、無菌性髄膜炎107件(14.4%)、感染性胃腸炎98

件(13.2%)等の順に多く送付された。月別では感染性胃

腸炎は 1、3 月に 16 件、無菌性髄膜炎は 9 月に 19 件、

下気道炎は 11 月に 14 件と最も多く送付された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月

疾患名

細 菌 性 胃 腸 炎 7 2 4 2 3 8 3 5 4 1 39

ウ イ ル ス 性 胃 腸 炎 1 1 2

百 日 咳 1 1 1 2 1 6

細 菌 性 髄 膜 炎 2 1 1 2 1 4 1 4 1 17

マイ コプラズ マ肺炎 1 1 2

下 気 道 炎 1 1

そ の 他 1 1 3 2 7

合 計 10 4 2 6 6 5 14 4 10 8 1 4 74

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

表1　月別疾患別検体数（細菌）

11 12 合計

表１ 月別疾患別検体数（細菌） 

 

月

疾患名

RSウイルス感染症 3 1 5 7 4 20

咽頭結膜熱 4 8 9 4 8 1 5 7 3 5 2 1 57

感染性胃腸炎 16 5 16 7 13 2 5 3 7 9 9 6 98

水痘 2 2

手足口病 1 1 2

伝染性紅斑 1 1

突発性発疹 2 2

ヘルパンギーナ 1 5 3 3 2 14

流行性耳下腺炎 1 1 1 1 4

インフルエンザ疾患 23 32 28 13 4 3 3 6 1 3 14 130

流行性角結膜炎 2 2 4 1 2 1 1 13

無菌性髄膜炎 9 6 9 6 9 7 14 9 19 5 9 5 107

上気道炎 2 6 2 2 12 5 7 8 9 7 2 4 66

下気道炎 5 2 4 11 12 4 5 2 1 4 14 6 70

不明熱 1 3 1 5 1 5 7 4 2 2 5 1 37

不明発疹 1 3 1 2 2 2 3 1 1 4 0 1 21

けいれん 2 1 3 4 2 4 2 4 4 6 1 33

その他 2 7 5 4 3 3 7 12 4 5 5 7 64
合　　　　計 68 75 79 59 70 40 70 49 64 54 63 50 741

10 11 12 合計

表２　月別疾患別検体数（ウイルス）

1 2 3 4 5 6 7 8 9

表２ 月別疾患別検体数（ウイルス） 
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２ 月別検査材料別検体数（表3、4） 

細菌関係は、糞便42件56.8%、髄液19件25.7%、咽頭

ぬぐい液7件9.4 %、血液6件8.1%と糞便が最も多く送

付された。月別では1、7、9月に10件以上と多く送付さ

れた。ウイルス関係は、咽頭ぬぐい液 435 件 58.7%、髄

液 140 件 18.9%、糞便 139 件 18.8%、結膜ぬぐい液 8件

1.1%、尿8件1.1%、血液6件0.8%、水疱液1件0.1%、

その他4件0.5%と例年同様に咽頭ぬぐい液が過半数を占

めた。咽頭拭い液は Influenza AH1pdm09 型の流行によ

り2月に、髄液はEchovirusの流行により9月に、糞便

はNorovirus GⅡの冬期流行により増加傾向を示した。 

 

 

 

 

 

 

３ 主要細菌検出状況（表5） 

 細菌検査材料74件より感染症発生動向対象細菌16株

が検出され、年間分離率は 21.6%であった。細菌種別の

動向は次のとおりであった。 

（１）下痢原性大腸菌 

Enteroaggregative E.coliは1、4、7月に合わせて5

株(31.3%)検出された。血清型は、O86a が 3 株、O111、

O127aが各1株であった。 

Verotoxin-producing E.coli はO157が1株(6.3%)検

出された。 

（２）Salmonella属菌 

 

 

 

 

7、9月に合わせて3株(18.8%)検出された。血清型は 

Salmonella Thompson (O7)、Salmonella Corvallis (O8)、 

Salmonella sp. 型不明(O7)であった。 

（３）Mycoplasma pneumoniae 

咽頭拭い液よりLAMP法により1株(6.3%)検出された。 

（４）Streptococcus pneumoniae 

 血液より10、12月に分離された4株(25%)の型別は、

35B、24F、10A、19A型であった。 

（５）Haemophilus influenzaeの動向 

血液より 9、12月に分離された2株(12.5%)は型別不 

能であった。 

表３ 月別検査材料別検体数（細菌） 

 

月

採取部位

咽 頭 ぬ ぐ い 液 40 53 53 37 41 26 40 20 29 29 34 33 435

糞 便 19 10 15 10 15 4 11 14 11 10 12 8 139

髄 液 8 11 10 10 12 8 15 13 23 9 14 7 140

結 膜 ぬ ぐ い 液 1 1 2 1 1 1 1 8

血 液 1 1 2 2 6

尿 2 3 1 2 8

水 泡 液 1 1

そ の 他 1 2 1 4

計 68 75 79 59 70 40 70 49 64 54 63 50 741

7 8

表４　月別検査材料別検体数（ウイルス）

9 10 12 合計111 2 3 4 5 6

表４ 月別検査材料別検体数（ウイルス） 
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４ 主要ウイルス検出状況（表6） 

検査材料 741 件より感染症発生動向対象ウイルス 248

株が検出され、年間分離率は33.5%であった。 

月別分離状況は、1月68件中35株51.5%、2月 75件

中32株42.7%、3月79件中37株46.8%、4月59件中23

株39%、5月70件中16株22.9%、6月40件中8株20%、

7月70件中17株24.3%、8月49件中10株20.4%、9月

64件中9株14%、10月 54件中12株22.2%、11月 63件

中23株36.5%、12月50件中26株52%であった。 

疾患別検出率は、水痘2件中2株100%、RSウイルス感

染症20件中17株85%、インフルエンザ疾患130件中96

株73.8%、突発性発疹2件中1株50%、流行性耳下腺炎4

件中 2株 50%、下気道炎 70 件中 27 株 38.6%、感染性胃

腸炎 98 件中 36 株 36.7%、ヘルパンギーナ 14 件中 5 株

35.7%等の順に高い検出率となった。 

なお、主要ウイルスによる感染症の動向は次のとおり

であった。 

（１）Influenzavirusの動向 

 香川県感染症発生動向調査事業においてインフルエン

ザ疾患を対象疾患とした。 

2013/2014流行年Influenzavirusの動向は、AH1pdm09

型42株、AH3型22株、B/Yamagata系統18株、B/Victoria 

系統13株の計95株が分離された。B/Victoria系統は12

月に初発分離以降より混在流行し、1 月をピークとして

AH1pdm09型、AH3型、B/Yamagata系統は5月まで継続流

行した。また抗インフルエンザ薬耐性A（H1N1）pdm09型

19 株の解析を行い、耐性ミックス株275H/Y が 1株検出

された。 

（２）Norovirusの動向 

 香川県感染症発生動向調査事業において感染性胃腸炎

等を対象疾患とした。県域では例年 10 月下旬頃に初発

検出以降より12月をピークとし、4月頃まで流行が確認

される。 

2013/2014 流行年は 1 月中旬に初発検出され、1 月を

ピークとし、4 月に終息するほぼ例年通りの流行像を呈

した。検出数は19株と前年12株に比べ160%と大幅に増

加した。NorovirusGⅡが、1月に5株、2月に3株、3月

に 2株、4月に 1株、11 月に 5株、12 月に 3株検出し

た。 

（３）Rotavirus A群の動向 

 香川県感染症発生動向調査事業において感染性胃腸炎

等を対象疾患とした。県域では例年1月頃に初発検出以

降、2～3月をピークとした流行が確認される。 

 検出数は9株と前年14株に比べ64.3%に減少した。初

発検出は1月で、5月をピークとし終息した。 

（４）Adenovirusの動向 

 香川県感染症発生動向調査事業ではAdenovirus の動

向監視は流行性角結膜炎及び小児科領域では感染性胃腸

炎、無菌性髄膜炎及び主に3型により惹起される咽頭結

膜熱を対象疾患とした。 

Adenovirusは8血清型14株が分離され、Adeno3型が

4 株 28.6%と最も多く、次いで Adeno2 型 3 株 21.4%、

表５ 月別検出状況（細菌） 
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Adeno40/41型2株14.3%、Adeno1型、4型、37型、53型、

56型各々1株であった。検出されたAdeno37 型、53型、

56型の3株は流行性角結膜炎と診断された結膜拭い液よ

り検出された。 

（５）Enterovirus属の動向 

 香川県感染症発生動向調査事業において無菌性髄膜炎

等を対象疾患とした。 

 2013年に検出数の多かったCoxA6型、CoxB5型は検出

されず、ヘルパンギーナからCoxA2が3株検出された。 

2014年はヘルパンギーナが全国で流行し、香川県では

6月中旬頃に初発検出以降より6月 4株をピークとし、

10 月に終息する流行像を呈した。無菌性髄膜炎から

Echo11 型が 7 月に初発検出以降 9 月 4 株をピークとし

11月に終息する流行像を呈した。 

疾患別では無菌性髄膜炎14株、上気道炎10株、ヘル

パンギーナ、けいれん5株等の順に多く検出された。 

（６）Respiratory syncytal virusの動向 

 香川県感染症発生動向調査事業において呼吸器系疾患

等を対象疾患とした。 

1 月に 5 株初発検出後、9 月以降は毎月検出され、11

月7株をピークとした流行像を呈した。1月に5株、9月

に1株、10月に6株、11月7株、12月に6株検出した。 

（７）Human metapneumovirusの動向 

 香川県感染症発生動向調査事業において呼吸器系疾患

等を対象疾患とした。 

Human metapneumovirusは、3月に初発検出以降4月6

株をピークとし、5月に終息する流行像を呈した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月

検出病原体

Enterovirus NT 1 2 4 1 1 9

Coxsackievirus A2 1 2 1 4

Coxsackievirus A4 2 1 3

Coxsackievirus A5 1 1

Coxsackievirus B2 2 1 3

Echovirus 3 1 1

Echovirus 11 2 2 4 2 10

Echovirus 18 2 1 1 1 5

Enterovirus 71 1 1

Rhinovirus 1 1 3 2 1 1 1 2 12

Influenza virus AH1pdm 14 16 10 1 1 42

Influenza virus A H3 2 3 3 2 12 22

Influenza virus B/Victoria 5 3 3 2 13

Influenza virus B/Yamagata 1 10 5 2 18

Parainfluenza virus　3 1 1

Respiratory syncytial virus 5 1 6 7 6 25

Human metapneumovirus 3 6 4 3 16

Rotavirus group A 2 2 1 4 9

Astrovirus 2 1 3

Norovirus GⅡ 5 3 2 1 5 3 19

Sapovirus 1 1 1 3

Adenovirus NT 1 2 3

Adenovirus 1 1 1

Adenovirus 2 1 1 1 3

Adenovirus 3 1 1 1 1 4

Adenovirus 4 1 1

Adenovirus 37 1 1

Adenovirus 40/41 1 1 2

Adenovirus 53 1 1

Adenovirus 56 1 1

Herpes simplex virus 1 1 1 2 1 1 6

Human herpes virus 6 2 1 3

Varicellazoster virus 2 2

合　計 35 32 37 23 16 8 17 10 9 13 22 26 248

11 12

表６　月別病原体検出状況（ウイルス）

合計1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

表６ 月別病原体検出状況（ウイルス） 
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Ⅳ 考察 

 感染症発生動向調査定点からの送付検体815件（細菌

74件、ウイルス741件）より、総数264株（細菌16株、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウイルス248株）の発生動向監視対象病原体を検出した。 

検出率は、細菌21.6％、ウイルス33.5％であった。 

 検出病原体は、細菌関係では細菌性胃腸炎検体より

          　　疾　　患　　名 R
S

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

咽

頭

結

膜

熱

感

染

性

胃

腸

炎

突

発

性

発

疹

ヘ

ル

パ

ン

ギ

ー

ナ

流

行

性

耳

下

腺

炎

流

行

性

角

結

膜

炎

下

気

道

炎

　　検出病原体

咽

頭

咽

頭

糞

便

咽

頭

水

泡

液

咽

頭

咽

頭

咽

頭

咽

頭

髄

液

結

膜

咽

頭

髄

液

糞

便

咽

頭

糞

便

そ

の

他

咽

頭

咽

頭

髄

液

糞

便

咽

頭

糞

便

咽

頭

髄

液

糞

便

咽

頭

糞

便

Enterovirus NT 2 1 2 1 1 2 9

Coxsackievirus A2 3 1 4

Coxsackievirus A4 1 1 1 3

Coxsackievirus A5 1 1

Coxsackievirus B2 1 1 1 3

Echovirus 3 1 1

Echovirus 11 2 2 1 1 1 1 1 1 10

Echovirus 18 1 1 1 2 5

Enterovirus 71 1 1

Rhinovirus 1 1 4 1 3 1 1 12

Influenza virus AH1pdm 42 42

Influenza virus A H3 22 22

Influenza virus B/Victoria 13 13

Influenza virus B/Yamagata 17 1 18

Parainfluenza virus　3 1 1

Respiratory syncytial virus 17 1 7 25

Human metapneumovirus 15 1 16

Rotavirus group A 9 9

Astrovirus 3 3

Norovirus GⅡ 19 19

Sapovirus 3 3

Adenovirus NT 1 2 3

Adenovirus 1 1 1

Adenovirus 2 1 1 1 3

Adenovirus 3 4 4

Adenovirus 4 1 1

Adenovirus 37 1 1

Adenovirus 40/41 2 2

Adenovirus 53 1 1

Adenovirus 56 1 1

Herpes simplex virus 1 1 1 4 6

Human herpes virus 6 1 1 1 3

Varicellazoster virus 1 1 2

合　計 17 5 36 1 1 1 5 2 95 1 4 4 7 3 11 1 1 27 1 1 1 3 1 3 1 3 10 2 248

表７　疾患別材料別病原体検出一覧（ウイルス）

そ

の

他

・

不

詳

の

疾

患

合
　
計

無

菌

性

髄

膜

炎

不

明

熱

け

い

れ

ん

上

気

道

炎

水

痘

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

疾

患

不

明

発

疹

症

表７ 疾患別材料別病原体検出一覧（ウイルス） 
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Enteroaggregative E.coliが5株、Verotoxin-producing 

E.coli が 1 株検出され、肺炎検体より Mycoplasma 

pneumoniaeが1株検出された。 

血液より分離されたStreptococcus pneumoniae 4株

の型別は、35B、24F、10A、19A 型であり、Haemophilus 

influenzae 2株は型別不能であった。2013年4月に7価

肺炎球菌結合型ワクチン (PCV7) と Haemophilus 

influenzae b 型(Hib)ワクチンが定期接種（Ａ類）の対

象となり、侵襲性インフルエンザ菌感染症・侵襲性肺炎

球菌感染症が、感染症法に基づく感染症発生動向調査に

おいて5類全数届出感染症となった。そこで流行する血

清型の動向を継続して監視することが重要と思われる。  

ウイルス関係ではInfluenza virus AH1pdm09型42株

が最も多く、次いでRespiratory syncytial virus25株、 

Influenza virus AH3型22株、Norovirus GⅡ19株の順

に多く検出された。 

RSウイルス感染症は20件送付されRSVを 17株検出、

検出率85.0％であった。 

咽頭結膜熱は57件送付され5株検出、検出率8.8%で

あった。病原体種別は CoxsackievirusA4 型、 

Respiratory syncytial virus、Adenovirus1型、Adeno2

型、AdenoNT型各々1株であった。 

感染性胃腸炎は98件送付され36株検出、検出率36.7%

であった。病原体種別はNorovirusGⅡ19株、RotaA群9

株、Astorovirus3株、Sapovirus3株、Adeno40/41型2株

であり、全国の感染性胃腸炎の報告でもノロウイルスが

最多で、続いてロタウイルス、サポウイルスの順であっ

た。Norovirus GⅡの動向は、2013/2014シーズンは全国

では12月をピークとし、6月まで流行する流行像が確認

され、本県においても1月5株をピークとし、4月に終

息する流行像を呈した。 

ヘルパンギーナは 14 件送付され 5 株検出、検出率

35.7%であった。病原体種別は、CoxsackievirusA2 型 3

株、EnterovirusNT型2株であった。2014年はヘルパン

ギーナが全国で流行し、香川県では6月中旬頃に初発検

出以降より6月4株をピークとし、10月に終息する流行

像を呈した。 

インフルエンザ疾患は検体数が増加し、130 件送付さ

れ 96 株検出、検出率 73.8%であった。病原体種別は

Influenza virus AH1pdm09 型 42 株、AH3 型 22 株、 

B/Victoria系統13株、B/Yamagata 系統18株、Echovirus 

18型1株であった。 

無菌性髄膜炎は7月～9月に検体送付数が増加し、9月

19件が最も多く、年間107 件が送付され14株検出、検

出率は 13.1%であった。病原体種別は Echovirus11 型 5

株、CoxsackievirusB2 型 2 株、Echovirus3 型 1 株、

Echovirus18 型 1 株、Rhinovirus 1 株、EnterovirusNT

型 4株であった。前年多かったCB3 型、CB5 型は検出し

なかった。 

流行性角結膜炎は 13 件送付され 4 株検出、検出率

30.8%であった。病原体種別はAdeno37型1株、Adeno53

型1株、Adeno56型1株、CoxsackievirusA5型1株であ

った。 

香川県域の主要ウイルスの動向を病原微生物検出情報

ウイルス集計 5）より比較検討すると2013/2014シーズン

の全国のインフルエンザの動向は、AH1pdm09型が流行の

主体で、次いでB型、AH3型であり、1月をピークとした

動向を示しており、本県における流行状況も同様の傾向

が見られた。AH1pdm09 型は 2014 年 1 月第 2週、AH3 型

は第4週採取検体より初発検出以降4月に終息した。全

国のB/Yamagata系統とB/Victoria系統の割合は7:3で

あったが、本県では6:4の割合であった。B/Victoria系

統は前年2013年12月52週、B/Yamagata系統は2014年

2月第7週採取検体より初発検出し、B/Victoria系統は

4月にB/Yamagata系統は5月に終息した。 

更にAH1pdm09型は11月第48週、AH3型は12月第49

週採取検体より検出し、次シーズンの流行を示し始めた。 

また抗インフルエンザ薬耐性A（H1N1）pdm09型19株

の解析を行い、耐性ミックス株 275H/Y が 1 株検出され

た。 

 最後に、香川県域における主要感染症の動向は、全国

状況とほぼ一致した傾向を示し推移する。しかし、その

動向は、自然環境の変化、社会的要因、各病原体間の感

染力の相違及び、感受性側の要因等に影響を受け複雑な

流行様式を呈する。今後も各感染症起因病原体に対する

監視体制を強化し、流行予測情報等により動向を最小限

に制圧する必要性が示唆された。 
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